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ッ
シ
，、ユ
•
コ 

モ
.
>ウ
'エ
ル
ス
に
つ
い
て
本
質
的
た
を
の
は
政
治
的
地
位

.(political 

status
〕
、

力

，
ハ

siirength
〕
、

ナ

ゾ

ョ

ナ

リ

テ

ィ

、
經

濟

的

資

源

，、
智

易

.\ 

成
い
m
そ
の
他
の
構
成
部
分
で
は
な
く
て''
勒
純
に
1

成

：
要

素

間

の

閼

- 

ン

係
^

を̂

：0
®.
.
:
: 
一
 

2

#

«

K
本

國

之

植

蕾

旮

の

：
關

係

炫

時

代

の

進

®

へ 

共
に
絕
ぇ
ず
變
化
し
っ
つ
ぁ
り
、
例
，ぇ

ば—*
九
〇
七
铝
<?
>
帝
國
會
議
：

(

1?

ン 

'
p
e
r
i

lu
.
i
,

c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

の
後
は
、r

植
民
地
し
と
い
ぅ
言
葉
が
コ
モ
ジ
： 

‘ゥH.

ル
、•ス
.の
自
浩
フ
y
パ
'丨
に
對
し
て
適
用
さ
れ
な
く
な
つ
た
。
さ
ら
に
;

^

^
1-
-
ー；#

め
承
4
灰
ト>
、
へ
ン
：
.
ス
ネ
1
條

鼠

は
売
全
な
主
櫬
の
獨
立
と
"
も

し

商

治

領

ゆ

國

民

ゼ

議

賓

が

-$
ぅ

す

る

之. 

と

を

決

矩

す

る

な

ら

、

，
コ
モ

-ゾ
ウ
エ
、ル
ス
か
ら
全
く
分
離
す
る
自
'

S

を

含

'
. 

，
む

こ

，
と

が

明

ら
^
に
さ
れ
.た
。
#
構
成
國
次
そ
の
：經
濟
的
發
' M
と
'政
.湯

' 

.

.ー.度

の

進

步

、
：：
：

^

^
舊

妤

る

遺

ー

の

地

位

の

認

識

、：
奮

的

苗

覺

な

ど

に

：广 

よ
つ
て
完
全
な
自
治
の
要
求
と
い
'
方

向

に

進

ん

で

き

て

い

?>
'

。

そ

し

て
 

ま
た
ィ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
^

^
の

仕

^

钱

ま

始

減

い

は

後

進

種

族

に

對
 

し■

■
龜

國

民

爹

の

同

胞

救

濟

：

§
1
^

で
■

■
◊
'c
-、
前
溝
を
^V

紫

 

:

©嘗

的

'
經

濟

的

藝

の

^

で
良
®
、
自

治

:'
:
>獨

立

獨

行

一

の

分

子

，ど

し
 

て
の
役
割
を
演
じ
る
よ
ぅ
に
さ
せ
.る
ご
.と
で
あ
る
ド

^

^

^

植̂
民
地

;

■:
,
.■:
&霉

は

：
益

：
々

議
U
、
政

治

敗

に

は

愈

，
々

売

著

§

を
獲
得
す
る
、

.

• ' 

.
ど
い
ガ
ユ
-

み
办
^
菡
勡
は
自
餘
領
の
地
位
に
外
な
ら
及
い
。
：.：荬

本

國

. 

(
u
n
i
t
e
d

 

K
i
n
g
d
o
m
)

の
自
治
顧
に
對
す
る
内
政
、
外
交
の
干
渉
は
だ
.

::

ん
だ
ん
ど
減
少
k

vi
'九
一
一
一
九
f

來
自
治
領
が 

事

實

囊

畜

ど

：同
；
. 

樣
に
自
闲
に
、
崗
巳
が
世
界
に
お
い
て
い
か
众
る
役
割
を
演
じ
る
か
を
決 

定
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
つ
た
。C

P
.
1
1
2
)
、

か
く
し
-て
ブ
リ
テ
.ィ

ッ

■ 

;:

ダ

rf
.
:
:rt
*

x
ウ

X
.ル
.メ
各
構
成
國
間
の
一
關
係
は
、
:-
.
'政

治

、

：
軍

事

..

(

特

に
 

:

海
軍
力)

、
經
濟
カ
•の
拘
東
力
が
弛
：̂U

.

つ
れ
て
.、
そ

.の
結
合
力
を
で
フ
ゥ
，
 

シ
へ
：0
忠
誠
と
い
ぅ
：よ
.ぅ
贫
ー
つ
の
猶
念
的
な
;%
の
.に

、.：

或

い

は

も

の

の
 

■•み
に
置
か
ざ
る
を
え
'な

;<
'
な
つ
；'て
き
た
_こ
と
.が
わ
か
、る
の
で
あ
る
。
•

、...

ブ
：リ
€
ィ
，ッ
シ
.チ
、

コ
モ
シ
.ゥ
：
エ
：.ル
片
の
甚
礎
.で
あ
る
：理
念
は
、
各
メ 

.■
■シ

バ
1
が
あ
ら
冷
る
1

に
お
ー
い
：
て

完

全

な

启

由

を

.4
'
.
つ
.-
と
^

味̂

す

、 

、
愚

：
從

つ

で

そ

の

.行
動

原.理
呔
^
メ

'/
パ
：
：
丨

の

：

--
-
-
,
致

と

協
 

.
_で
な
け
れ
ば
.な
ら
な
^
.
.
.
權
威
と
爱
配
の
關
係
の
代̂.
に
協
カ
.公
0
-
<
 ̂

r
a
t
i
o
6

と
掘
議
.
c
c
f
cs
l
t
a
t
i

o,
©
の
關
‘係 

c
pfv
7
4-H
-か
英
-

K

國
と
諸
自
.

治

麗

：
の

眞

の

翻

係

：慕

る

,0
潔

と

襲

奮

際

の

¥
_の
在
杞

'
. 

.あ
た
.各

裏

と

：1>
て
&

驚

I
t

等

辨

務

官

^

$

y

^

エ
：
：ル
、
：
ス
(|
0
.
の
ー
司.
：
. 

法
的
機
能
と
し
て
の〕

ク
ラ
ウ
ン
、
副
總
督
等
が
あ
げ
ち
れ
る
.が
、
こ
れ
ら 

:
、の
#

^
も
亦
、
舊

領

め

地

位

の

晰

.

典
、に
.徐
六
に
形
^

^

4 -
.め
ど

..
' 

な
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
^

!
は
、
國
王
が
英
^M

:

の
^

^
お

1'
:
て

果

. 

ザ

と

同

じ

役

割

を

自

治

領

の

敗

治
：！

^

い

て

東

す-:
-
?^ :
れ

故

に

總

霞_

,

在

厲

息

領

の
-*
§

助
言
に
.ょ
ー
っ_

動

染

：_

領

の

雾

ば

：
：
 

:そ
の
布
爲
の
賫
任
を.轧

觀

踽

會
&

ム
て
も
づ
：。
：：な.：、8

^

九̂
ャ
|系

.：.べ 

年
0

X
ル
；̂
ォ
ヴ
宣
言
の
採
用
以
來
'.
'
>
;
:
總
督
は
1

國
の
代
表
と
：見
做̂:
:
: 

れ
な
く
な
つ
た
。
そ

こ

で

n

モ
ン
ウH

ル
ス
の〕

農
な
石
;>
«
-ゾ
バ
，-
1間
の
協

:
,
:
ジ

^
ン
ー
：
.
左

,

カ
と
巍
議
の
^

め
め
傳
達
手
段
七
し
で
は
プ
变
通
と
通
震
術
の
進
步
に 

:
よ
：っ
そ
; ^
能

と

な

づ

乾

囊

の

會

話

に

よ

^

.
又

將

來

ヒ

.
お

け

る

そ

の

實

ン
 

..
行
と
方
法
ひ
最
も
重
耍
な
も
の
^
し
尤
帝
國
會
^

パ

说

暮

ず

泣

あ!!
^—

一 

m
、e
n
t
a
r
y

 

c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
め
.會
_
に
お
，
 

い
-て
#
メ
ゾ
パ

1
ル
、

コ
モ
y
ウ
士
ル
'ス
.：の
個
々
の
ー
_國
の
：_

ノ
又
：コン 

.

モ
：：

ン
：
ゥ
，
ェ

へ

ル

ズ

全

體

货

ー

氧

之

し

て

の

.代
表
、
.)

ど

^

0
ニ
靈
の
資
格
を
も 

.っ
て
い
る
。
‘

の
他
、
#

^
間

0
連
路
、
，
大

臣

の

往

來

等

が

拧

わ

れ

る

‘！
 

が
.、
要
す
'る
に
ス
モ
ゾ
ゥ.

H

ル
ネ
捋
部
の
關
係
は
.

「

家

庭

的

或

い

.は

家

族
 

的

--
.cd

o
m
e
s
t
i

Q.-

o
w
- 

f
a
m
i
l
y

rt-
h
a
r
a
a
e
r
)

 

(

P

.
.K
J
6〕

で
^:
る

；'
0

そ
 

'め
制
度
は
固
定
し
た
%；
の
で
は
な
く
、
必

昏

應

じ

、
:-
.或

.い

ば

戴

宼

式

な
 

ど
ゆ
機
會
を
把
克
：で

代

表

が

集

會

議

を

開

ぐ

と

い

ぅ

こ

：と
で
あ
る 

ら

:1
>
;い
マ
外
國
调
の
關
係
'と
.比
べ
< -
そ
の
§

^

「

よ
^:
.親
し
く
、
：よ
：り
へ 

ぐ

非

衾

^

贫

-

冷
必
い
ぶ
語
に
集
約
さ
れ
よ
ぅ
ノ
協
カ
と
铺
議
の
經 

濟
的
、. ，，

科

學

的

、

：，：

文

化

的

方

面

0

っ
；
い

V
、

は
^
例

え

ば

帝

福

&

究

所

、
：

コ_
 

' 

モ

ゾ

ゥH

ル

ス•
：

經

濟

委

舊

、
ー

朵

キ

：
ン

_タ
ェ
ル
ろ

>
船

塞

衝

會

、
.'
王 

:立
國
際
問
題
硏
确
脱
：
：帝
國
新
聞
會
議
み
紘
ど
淤
灰
£

^
れ

*>
.
學

奉

敎
 

■員

の

赵

換

も

：こ
'の

中

把

敷

え̂
れ

る

：。
：政

治

、
：
經

濟

的

に

は

多

く

の

1

:

. 

の
生
じ
て
い
る
今

0 -
、

一
 

九
三
，三
年
の
ト
ロ
ン
ト
’に
お
け
る
非
公
式
で
コ
..
.
: 

モ
ゾ
ヴ
.ェ
ル

X
關
M
に
つ
い
て
の
會
_
で
> 
南
ァ
フ
リ
ヵ
代
表
が
云
つ
：た
,
. 

よ
'ぅ

に

「

現
在
可
能
で
ぁ
り
、
或
い
は
か
っ
て
も
っ
べ
き
價
値
の
^r

, ^' 

.

.唯f

爵
ガ
統

1
:

:

1̂E
fc
ご
れ
^

の

：文

化

的

關

係

：
の
：
上

^
の

み

確

實vi
^

か
.れ
て

い

る"

…
…
」

9

1
0
7
)

の

で

あ

る。
- 

\

f 

' 

六

七

(

四

二

九

■
:



.
;
.
.-.
:;
1翻

'
奪

爾

纖

-

_
の
；顧

擦

甚'^
_

.

£

馨

實

_

ゴ

摘
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
資
姬
的
に
い
づ
て
コ
モ
ン
ゥ

H

ル
；
ス
は
そ
の
內
部 

.に
多
く
の
も
の
を
も
っ
と
ば
-い
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
完
全
^E

給
自
足 

マ〈

故
不
可
能
で
お‘

-̂
轻

爸

こ

れ

ら

权

良

源-の
開

發

が

リ

唐

歡

領

馨、.
.
.

.
 

)

'
楠

民

省

、
及
ぴ
嫱
民_
政
府
校
よ
：っ
て.料
學
的
、寶
踐
的
問
題
ど
_
っ
^
い
：
ゾ 

:'
■石
。̂

九

四

八

年

の

英

國

議

會

め

祕

麗

畫

員

裏

>

M
民
地
開
發
ビ 

;

.
は
資
金
と
、
：冬

れ

を>>
ッ
.ク
す
る
入
員
と
資
材
ゼ
、
.
.更
に

驚

地

人

め&
 ̂

.力
が
必
翦
で
あ
る
、

と
報
带
し
て
い
る
。

CP. 

1
4
aし
か
し
、

開
發
さ 

\ 
.
れ

、

i
業
化
さ
れ
た
自
治
領
と
植
民
地
が
、マ
英
本
國
と
、
ぃ
或
い
ほ

^
^
^

‘、
植
民
地
相

M

に
：と
^
て
.競
爭
者
と
し
て
女
ぢ
現
わ
れ
る
恐
九
は
な
分
で
本 

へ
ろ
ぅ
か
タ
こ.の
豳
に
著
者
は
何
等
觸
れ
る
，ど
：こ
ろ
は
な
い
が

-;
'
-
4メ
ダ
バ
：
 

_ヾ

\1
間
の
協
力
と
協
議
に.：よ
：っ
セ
十
分
な
解
決
が
與
ぇ

5>
-れ
る
が
ど
ナ
？
：か
疑 

、

.問
で
あ
る
。
：，箄̂

^

%上
.の
問
題
と
し.て
ク
樹
え
ば
ヵ
午
ダ
と
>
ー'
>

::

:
'
1
ラ
：ゾ

ド

は

エ

業

的

發

展

が

特

に

戰

淨

に

よ

り

渥

さ

4
次

と

は

れ..
5
も 

:.
.
.

:

の.
の
敗
然
と
し

V

農I®

办
あ
る
。
•
も

し.
ヵ
ナ
ダ
ボ
依
然
と:1.
次
そ
の
ー
主
.
. 

'製
產
業
製
品
た
る

iiS

物
を
、
'依
然
と
し
て
そ
の
主
要
市
場
た
る
英
本
國 

:

。
販
寶
し
つ
ず
.
け
る
と
す
れ
ば
、
貿
易
の

.
パ

ラ
'/
ス
上
：、
ヵ
ナ
ダ'は.
英

本

國. 

'

.'
:.:か
ら
-3
:
業
製
品
を
輸
入̂'
办
け
れ
ば
な
ら
な
い
':
0
へ̂.
.
1
00
^

し
.か
も
自 

.

:
治
領
の
工
業
化
は
自
國
の

-
完
全.
雇
傭
と.
资
金
保
障
の
：た

め

に

も
.-

>.
艾

廣

大

。

.

-
な
天
然
資
源
と
增
大
才
る
人
0
か
ら'い.
や.
て
も
必
然
の
〒1
ネ
で
あ
る。
：'

■

.:

.更
に
世
界
的
不
況
と’失
業
の
峙
期
に
、.
.農
產

督

格
^m

業
■
品
價
格 

■と
の
'恐

.差
，
所
謂
シ
キ
1
、レ
，め
#
在
'は
'^
英

本

國

に

比

べ

一

系

治

領

の
.
,

■

 •
,

六

八

(

四

三

〇〕

:

:

,,
:

;

.

_

場

を

农

利

に

す

る

:!
>

,-
,
'
:
'こ

'0
_

實

牯

英

本

賴

：
に

：

^

>

て

：
支

拂

あ

ね

ば

な

ら

：
： 

:

、
ぬ

資

本

利

子
’

€ >
•

掘

題

と

相

俟

つ

て

自

治

領

を

し

て

！

^

的

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

—

 

:

:

:

-

の

問

題®

 
治

領

產

業
 

の

揭

護

育

成

：
の

！

^

お

共

：
に

敗

税

を

廻

：
つ

で

-:
.

>
自

治

領

の

：
保

藤

關

税

政

策

.

‘
.と
英

本̂

の

主
.張
す
.名
.自
曲

：
貿

易

政

策

と

.の
矛
盾
を
導
く
の
で
あ
る:6
'-
.
. 

『

モ
シ
ダ
.
ル̂：K:

の
各
員
ば
、
そ
0;
エ

業

と

農

業

が

擴

張

し

'
'
,
そ

の

國

■

.:

「

-.
.
'
:
民
の
生
活
氷
準
が
：敗

良

で

れ
,>.
そ

の

國

渥

票

黨

賀

易

並

，ぴ

に

.農

. 

•;.
經
濟
組
織
と
二
：層
密
接
な
關
係
に

.
な
るi

つ
：れ
て
；

そ
の
外
國
質
易
を
增 

::::.

广
大.
さ

せ

ざ

名

：を

ぇ

な

ぃ

0
^
.
: 

204
〕

例
ぇ
ば
第
二
；次
大
戰
前
：.英
本
國
は
合 

衆
國
^
對

す

る

輸

出
澄
八
倍
を
合
衆
國
か
ら
顧
入
し
て
い
矣
ハ
芑
岔

〕

.

カ
ナ
ダ
'と
南
ア
：フ
先
カ
を
亦
合
識
國
に
對
し
轍
入
超
過
で
あ
り
、

ォ

J
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